
八日会 台湾研修旅行 3/6（火）～3/9（金） 

参加者：7 名 

 ① ㈱丸松 松下 謙一   ② ｲﾝﾀｰﾏﾝ㈱ 上田平 美嗣 ③ ㈱地蔵 萩原 豊子   

④ 個人会員 平岡 まり子 ⑤ まつき農園 松木 秀人  

⑥ ｸﾙｰｼｬﾙ・ｸｰﾘﾝｸﾞ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ㈱ 小谷 俊明 ⑦ ㈱ﾗﾝﾄﾞｱｰﾄ  黒田 幾代 

 

日本から近い、飛行距離が短い、旅費が安い、親日家が多い、食べ物が美味しいなどの 

理由から今もっとも人気の旅行先「台湾」が今回の研修旅行の舞台。 

 

1 日目 鹿児島→台北→高雄 

 

3/6（火）鹿児島空港から桃園空港（台北）経て新幹

線で一気に高雄市まで南下（全長 348.5km） 

「台湾新幹線」は日本の新幹線技術がたっ

ぷり投入されているので車体のﾌｫﾙﾑも車内の雰囲

気もまた時々回ってくるﾜｺﾞﾝ販売もどこか日本風。

車内がゆっくり寛げる空間だった為、高雄まではあ

っという間の快適移動となった。 

そんなこんなでの旅行初日は移動に多くの時間を

費やす一日となった。 

 

2 日目 3/7（水）高雄市内視察 

「高雄」は台湾第 2 の都市。歴史ある港町で、インド洋と東北ｱｼﾞｱを結ぶ重要な中継

地となっている。地理的にも南に位置するため寒暖差が無く１年を通して暖かく過ごしや

すい都市。街の中心を流れる愛河が市民や観光客の憩いの場となっている。 

視察① 蓮池潭の「龍虎塔」見学 周囲約５ｋｍ、水域面積は約７５ヘクタールと区内最大

の淡水湖。「龍虎塔」は龍から入って虎から出れば厄が祓われ幸せになるといわれている 

視察②「三鳳中街」問屋街（乾物）視察 

高雄市最大の問屋街で長さ約 400 ﾒｰﾄﾙの通りに百年以上の歴史ある商店が集まり菓子類や

珍味、乾物など食材が中心に売られている。どこか懐かしい西駅一番街を思わせる雰囲気が

そこにはあった。 

視察③ 「夢時代」視察 台湾南部初の地下 2 階地上 10 階建ての国際ﾚﾍﾞﾙのｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

 



 

3 日目 3/8（木）高雄市→台北市（新幹線移動） 

 

視察①左営（高雄）「三越」見学（主に寝具売場）ﾃﾞﾊﾟｰﾄの造りは万国共通 

視察②「九 份」視察。 

千と千尋の神隠しと同じ雰囲気が味わえる不思議な街 

   "湯婆婆湯屋"のﾓﾃﾞﾙとなったらしい「阿妹茶酒館」を背景に記念撮影 

   海に面しているので風が強い。急な階段も続く。 

この日は生憎の雨模様。足早に雰囲気だけ味わいこの場所を後にした。 

 

4 日目 3/9（金） 午前中：台北市内視察 午後：台北→福岡 

「台北市」は中華民国の首都。2,695,652 人が居住している台湾最大の都市。経済、

政治、文化の中心地でアジア屈指の世界都市でもある。 

 

午前中ﾎﾃﾙにて台北市本拠企業人「絲路国際有限公司」張 致家社長と仕入担当ｽﾀｯﾌとの情

報交換 

視察③「迪化街」視察 

   レトロ建築が立ち並ぶ台北一の問屋街。漢方やカラスミ、台湾茶、そしてドライフル

ーツなどの台湾名物の乾物を売るお店が軒を連ねる。 

視察④ 花木市場視察  

  台北市の花市場は、切花売場街だけでも 100軒以上の仲卸店が通路の両側、両隣ぎっ 

しりと立ち並ぶ。見学だけでも一見の価値はある。 

 

今回は添乗員も現地係員もｶﾞｲﾄﾞも付かないﾌﾘｰｽﾀｲﾙの研修であり移動は全て自力によるも

のだった。各視察先での見学はもちろん、各自ｽｰﾂｹｰｽをｺﾞﾛｺﾞﾛ引きながら様々な交通機関を

乗り継いで“自力移動”したことも良い経験、研修の一つになったと思う。 

３泊４日のという短い時間ではあったが日程を共有することによってこれまで以上にメン

バー同士の絆が深まったことが一番の成果であると思う。 

 

 

 

 


